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9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

他法人の放課後等デイサービスと連携しアート作品のコンクールに参加しています。
また長期休暇は、プール・海・遠足（遊園地、動物園、水族館等）を企画しています。

（別添資料１）

家族支援

親子でのコミュニケーションを意識していただいたり、ペアレントトレーニン
グ等についての取り組みを必要に応じて助言・相談します。 移行支援

学校と連携を取り、その日の事や行事等の情報共有をします。
思春期等、身体・精神面での育ちに困惑しないように助言を行います。

地域支援・地域連携

関係機関と連携を取り関わり方等について相談・助言を行います。

職員の質の向上

月１度研修を開催し様々な分野で支援の質の向上目指しています。

支　援　内　容

①毎日の検温・手洗いを実施しひとりひとりの健康状態を把握します。
②基本的生活スキㇽの獲得、清潔さや食事、、衣類の着脱、排泄などの基本的な生活技能を獲得出来るように支援します。
③活動を通して時間や空間を本人に分かりやすく学習できるように環境を整えていきます。

①微細運動・粗大運動の両方を支援しています。
②公園や広場を活用しスポーツで筋肉の維持・強化を図っています。
③粘土やスライムなどを作り物質の変化と感覚を認知する活動を取り組んでいます。
④５感覚全てを感じられる活動を提供しています。

本
人
支
援

①平均的なスケジュールを掲示し行動に移しやすくしています。
②視覚、聴覚、触覚などの感覚から得られる情報を収集し機能の発達を促すようにします。
③タイマーや時計を用い活動の切り替えを視覚・聴覚で促します。
④色や形、数字、大きさ等の違いを認知できるように支援します。

①基本的な挨拶や会話など円滑なコミュニケーションを行うことができるように支援します。
②指さし・身振り、サインなどを活用して意思伝達ができるように支援します。
③絵カードなどのコミュニケーション手段も活用します。
④グループで会話をすることにより、誤解のない伝え方等を学べる機会を提供してます。

①グループ活動により自己理解・他社理解を養います。
②他児との関係性を築けるように支援します。
③自分自身の状態を理解し行動や感情のコントロールが出来るように支援します。
④地域施設へ社会見学に行きルールやマナーを学べる機会を提供します。

支援方針

個性や特性を理解し、たくさんの成功体験を積み重ねられる機会を提供し、大きな壁にぶつかっても諦めない心を育み夢を実現する力と自分のやりたいことに全力を尽くせる
大人になれるように支援する。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 ｏｕｔ　ｇоｉｎｇ～未来の笑顔のために

事業所名 放課後等デイサービス　はぴねす（放デイ） 作成日支援プログラム（参考様式）


